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序章 「困窮島」をめぐる研究と課題
第 1節 民俗学者と「困窮島」
本研究でいう「困窮島」とは、本島で貧しくな
った者が属島に開拓に行き財産を築くとまた戻っ
てくる貧民救済という風習・制度に対し民俗学者
達が名付けた総称である。「困窮島」について宮
本常一が『東京新聞』昭和 36年 5月 6日付夕刊
で書いた文章の中で以下の記述を行っている1）。
愛媛の困窮島由利島─落伍者を救う場所─
愛媛県温泉郡二神島（現・松山市二神）は瀬
戸内海の中にある小さな島だが、この島の人々
は昔からよくたすけあって生きてきた。それで
も貧乏して落後するものを島民の力で支えきる
力はなかった。この島にはさらに由利島という
属島がある。二神島で食うに困るようになると
そこへやって土地をひらかせ、自力で立ち直ら
せたのである。年寄りや小学校へ行く子どもは
親島へ残し、働き盛りの者が島へわたって納屋
同様の家で生活する。そこには店も何もないか
ら金をつかうところもない。
また村寄合いや付き合いの酒盛りもなく、む
ら仕事で出ていかねばならぬこともない。ただ
自分のために働くだけである。島は土質がよい
ので作物はよくできる。まじめに働き病気さえ
しなければ、五年もいればかなりの金もたまる
ので、あとから来るものに土地をやすくゆずっ
て親島へかえる。まったく禁欲勤倹によって立
ち直っていくのであるが、こうした在島者がい
つも二〇戸近くあるということは親島の生活に
落後するものが、いつもそれほどはあるという
ことになる。
こうした救貧の島を古くは困窮島といって、
もとは内海にはいくつも見られたが、いつかそ
こに人が定住して困窮島ではなくなった。が、
由利島がいつまでも困窮島の姿をとどめている
のは親島から比較的はなれており、また水の乏
しいことが大きい原因であった。それでも、ミ
カンなど植えるものもあり、それが成長すれば
手ばなすのがおしくて定住するものもできるの
ではないかと思っていたが、最近動力船の発達
から、親島にかえっても由利島の土地は手ばな
さないで、通いづくりするものもあるようにな
った。いずれはみなそうなっていくのではない
かと思われるが、現状はまだ古い姿を多分に残
している。そして一方、貧乏なものも、もう新
しく由利島にわたろうとする気構えはきえて、
逆にはなやかな都会へ働き口を見つけて島を去
るようになってきたのである。
こうして古くからのしきたりがきえていく。
さて都会生活によって、村の落後者たちの貧乏
が解消するものならば、これほどありがたいこ
とはないのだが、必ずしもそうなっていない。
新しい社会が、われわれの生活をゆたかにし
てくれるかどうか危惧の念のあるところに、古
い民俗がのこっている。（宮本 1961）
貧しい人を救う島民の知恵としての「困窮島」。
こんな風習が瀬戸内海に存在したというのだ。そ
れは本当なのか。
宮本常一の話を簡潔にまとめると、次の 3点に
整理できる。
・愛媛県松山市二神島には由利島という属島が
あること。
・貧しくなると子供を残して由利島に移住する
ならわしがあること。
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・作物がよく育ち、貧しい人が自力で更生でき
ることから、「困窮島」と呼ばれていること。
離島の文化は、周囲が海に囲まれているという
点もあって本土の文化と異なることも多くある。
一つの島に定住するだけでなく、いくつもの島と
連携しながら人々は生きていたのか。もし「困窮
島」という救済システムが離島間で存在していた
としたら、世の中で生きていくための人々の知恵
として現在の社会問題解決に役立てることができ
るかもしれない。
第 2節 「困窮島」と移住開拓島
（1）野地恒有の見解
第 1節では、日本の離島では「困窮島」という
制度があり、島民の間の格差解消に大きな効果が
あったとする宮本常一の説を紹介した。しかし民
俗学者の野地恒有は、「困窮島」に関して「移住
開拓島の民俗学ノート」で以下のように見解を述
べている。［以下、野地（2011）より引用］
「困窮島」とは村の救済制度として困窮した
人が生活再建をするために用意された島のこと
である。民俗学者の桜田勝徳は、熊本県天草市
御所浦島にある困窮島という小島の名前を用い
て、この救済制度を「困窮島」と総称した（御
所浦島の困窮島にはそのような制度は見出され
ていない）。桜田は昭和 23年に「困窮島」（雑
誌『水産』3巻 7号）と題してこの制度をはじ
めて取り上げ（桜田 1980）、その後、昭和 45
年に最後の著作『海の宗教』の中で再び取り上
げている。（桜田 1970）
「困窮島」の具体的な事例は昭和 8年に雑誌
『島』で次のように報告された。長崎県北松浦
郡小値賀村の大島では、「貧困に陥るものがあ
ると、部落有となっている宇々島に移住せし
め、1町 3段歩の耕地を無償で貸与し、生活の
建直しを行わしめている。…移住するものは 2
戸で、大体 3、4年もいれば、無償耕作によっ
て相当の金が出来、大島部落に帰って来、次の
貧困者を送るという。」（無署名 1933）
桜田自身が調査した事例は昭和 23年の「困
窮島」で次のように報告されている。
愛媛県宇和島市日振島村の御五神島では、
「全く貧窮した村人が村に希望して此の島に渡
り、山番人の名義を以て一切の税諸掛りを免ぜ
られ、家の再起を図っていた。」（桜田 1980）
しかし、桜田自身が昭和 45年に「このよう
なことの行われてきた島は、一口に困窮島と称
しておこうということにしたが、少しも通用語
になっていない」と振り返っているように（桜
田 1970）、「困窮島」という救済制度を民俗事
例として一般化することはできなかった。
ただ『海の宗教』では「ごく新しい島の開
発」の事例として、次の三例が付け加えられて
いる（桜田 1970）。「ごく新しい」というのは
近代以降という意味である。
香川県観音寺市の股島では、「伊吹島（母
村）からの出作りの地として、あくまで一定
の母村の人たちの新開の地」が形成された。
香川県丸亀市の小手島では、隣島の「手島
の牛飼場として始まり、その番人 3軒が古い
が、北木島・真鍋島からの移住者が多く、…
一定の母村の新開という形ではない、（各地
からの移住者の）寄り集まりになった。…一
つのまとまった新しい故郷ともいうべき風格
をそなえた村が、昭和 12年頃には殆んど出
来ていた」。
鹿児島県トカラ列島の諏訪之瀬島では、明
治 16年に、藤井富伝が同志とともに上陸し
て開墾を始めた。
桜田は、これらの「小さい島が、人の住む島
になって行く」道筋に、救済制度としての「困
窮島」の一端を何とか見出そうとした。しか
し、私は、村の共有地の無人島へ移住して出作
りをおこなう開拓・開発の姿を「困窮島」とい
う制度としてとらえるのではなく、「小さい島
が、人の住む島になって行く」道筋に注目して
とらえたい。「小さい島が、人の住む島になっ
ていく」移住プロセスそのものに問題の焦点を
合わせ、その課題を顕在化させるために、私は
「困窮島」ではなく、「移住開拓島」としてとら
えることを強調する。
［＊宮本常一は、瀬戸内海の海域には「困窮
島的な存在がいくつかある」としているが、そ
こであげられているのは移住開拓による小島の
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開発であるといえる（宮本 1965）。宮本の「島
嶼の開発とその社会形成」というテーマは私の
移住開拓島論と共通しているが、宮本が中世か
ら近代という長大なスパンでとらえているのに
対して、私は近代以降の「ごく新しい島の開
発」を対象としている。本木修次は、この「困
窮島」という用語に対して、「救済島」、「自力
更生島」という語に置き換えて、その島の例と
して山口県東和町の大水瀬島と愛媛県中島町の
由利島をあげている。（本木 1999）しかし、こ
れらの島で民俗としてとらえうるかどうかは、
依然さだかではない。］
［野地（2011）より引用終わり］
野地氏は「困窮島」の定義ともいえる、「貧し
いものが本島から属島に行き、住み込みで働くこ
とで財産を築き本島に帰ってくる。そしてまた別
の貧しい者が入れ替わりで属島に行くこと」自体
の制度は見いだされなかったと主張している。
そして「困窮島」という定義に数ある島を当て
はめるのではなく、その島への「人々の移住プロ
セス」に注目すべきだと述べている。
（2）本調査の趣旨
宮本常一をはじめとする民俗学者は「困窮島」
という概念を一般化しようとした。しかし、野地
氏が言うように彼らはついにその概念を一般化す
ることはできなかった。風習・制度という面で
「ある」と言い難かったからである。
「困窮島」は「移住開拓島」と表現した方が正
しいのではないかと野地氏は述べている。
その意見はもっともである。なぜなら「困窮
島」と言われている島を見ると、「開墾」や「入
植」というキーワードは目立つが、「救貧制度」
そのものが存在したかについてはあいまい、もし
くは不明なままだからである。「困窮島」が地元
住民に認知されていなければ、それは「困窮島」
ではない。
ただし、野地氏は「困窮島」と呼ばれる島のす
べてに出向き現地調査をしたわけではないよう
だ。過去の文献を検討する中で、あくまでも「な
ぜ民俗学者たちは移住開拓島という文化に惹かれ
るのか」を論じているのである。
そこで、本研究では島の人々の語りから実際の
「困窮島」の様子を探りたいと思う。この研究は、
野地氏の見解も踏まえつつ、これらの島の中から
愛媛県忽那諸島二神島／由利島を取り上げ具体的
に「困窮島」とされてきた島においていかなる生
活史が展開されてきたかを現地調査に基づいて検
証することを目的とする。
註
１）宮本常一『宮本常一 旅の手帖 ふるさとの栞』
八坂書房、2011の中におさめられている。
第 1章 二神島と由利島
第 1節 忽那諸島と二神島／由利島
く つ な
本論文のフィールドは愛媛県忽那諸島に位置し
ている。忽那諸島とは、瀬戸内海の安芸灘と伊予
灘との間に位置する島嶼群。最も面積が大きい中
島本島を主島とする。7つの有人島と 22の無人
つ わ じ ぬ わ ふたがみ
島からなる。中島（本島）、津和地島、怒和島、二神
むづき の ぐ つ な ゆ り
島、睦月島、野忽那島、由利島を忽那七島と呼
ぶ。このうち、由利島は無人島。この他、安居島
・鹿島・釣島・興居島など。名称は、平安時代か
くつな
ら戦国時代において、忽那氏の本拠地であったこ
とに由来する。
（1）二神島
二神島は忽那諸島の南西端にある島である。愛
媛県松山市の北西 20 km、広島県呉市から 40 km
の位置にある。そして怒和島の南方 3 km ほどの
地点にあり、東西に長い。山口・広島の両県境に
写真 1−1 二神島の看板
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接している。周囲には由利島・小市島・中島・横
島・鴨背島などの付属無人島を有している。集落
は北岸の中央よりやや東寄りの入り江にある。
二神というのは島内に安山岩の円錐形の山が二
つならんでおり、その両方に神が祀られておりこ
の山が船人の目印になるところから呼ばれたので
はないかといわれている。
二神系譜研究会が出版している『海の民ふたが
み』第 2号によると
二神島は元来、忽那氏の支配にあったと思わ
れ、『忽那嶋開発記』によりますと、藤原親朝
が寛治年中（1087～94）に開発した 6島中の 1
つと記され、中島（忽那島）の属島的な支配を
受けていたようです。その後、前述したように
山口県豊田郷から豊田（二神）種家が島に入っ
てから水軍の根拠地としての存在が印されま
す。南北朝の動乱を経て二神氏は勢力を増して
いき、幕藩体制の敷かれるまでの約 300年間、
この近海で忽那氏、村上氏とともに河野氏の配
下として活躍したのです。天正 13 年（1585）
河野氏の滅亡後、二神島はそれぞれの道を歩む
ことになりますが、二神島では家種が現在に至
るまでの島の礎を築くこととなるのです。
とある（豊田 2001）1）。
中島の属島から水軍の本拠地へ。海を舞台に独
立していく二神島の人々の姿が浮かぶ。海ととも
に生きてきた島、それが二神島である。
愛媛県とはいえ二神島のすぐそばには山口県が
ある。忽那諸島の文化は山口寄りにはならないの
だろうか。
宮本常一は昭和 35年に発行された『離島振興
実態調査報告書』第 1集の中で怒和島、津和地
島、二神島、由利島を取り上げて、次のように述
べている。
以上旧神話四島を見ての印象は、それが明ら
かに愛媛県文化圏の中にあろうということであ
る。これは以下のべる広島・山口の島2）と比較
してみるとはっきりわかることである。愛媛県
民にはもともと非常な積極性がみられる。かつ
てその生活が貧しかったことに原因があろう
が、実によく稼いできた。それだけでなくその
中に強い企画性が見られる。それはミカン経営
や養鶏の中にも見られる。（宮本 1960 : 40）
どうやら忽那諸島の人々は強い積極性で生活を
切り開いていくタイプのようだ。海を挟み広島・
山口の島とは近い距離にあるものの、文化は愛媛
県文化圏に準じているということである。強い意
志と積極性を持つ愛媛県民。このことも由利島開
拓の謎を解くのに役立つかもしれない。
これらの島々のなかで「困窮島」という貧民救
済制度が二神島と由利島にあったといわれてい
る。二神島が生活に困った人を由利島に送って、
財産立て直しのできるまでそこに居らせ、その間
は年貢も賦役もかけないでおく。そして立ち直っ
てくると二神に帰る制度だ。はたしてそれは本当
なのか。もしそれがあったとすれば、何故今はも
う消えてしまっているのか。
野池氏のいう「移住開拓島」と「困窮島」の境
目をはっきりさせるためにも、人々による由利島
の位置づけやその土地の産業を見ていく必要があ
る。
（2）由利島
由利島は愛媛県松山市の北西 20 km の海上
「伊予灘」にぽつんとある周囲 4 km の小島であ
る。
二神島から約 8キロメートル離れており、小型
船だと約 30分で由利まで行くことができる。安
山岩からなる島で、東西二つの島を砂洲がつない
写真 1−2 二神島からみた由利島
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で一つにしている。島の大小から大きい方を大由
利、小さい方を小由利と呼ぶ。しかし、昔は今の
小由利の方が島の面積が広く大由利と呼ばれてい
た。今となっては考えられないことだが、これは
昔大きな地震があって島の西の半分が沈んでしま
ったといういわれがあるからである。
現在では定期船が通っていないものの、サバイ
バル研修などでたまに訪れる人がいるという。大
由利・小由利を結ぶ砂洲は上空から見ると今にも
消えてしまいそうである。
しかし、実際に歩いてみたところ、地盤がしっ
かりしているようだった。
第 2節 二神島の暮らし
港を降りて周囲を見渡す。東の方に集落が広が
っている。現在、住民の 8割が 60歳以上の高齢
者である。
昭和 47年、「近代化されず、日本古来の美しさ
を多く残したパラダイスの島」として世界的な地
理雑誌『ナショナル・ジオグラフィックマガジ
ン』に掲載されたこともある。
歩いていくと島の人々がすぐに声をかけてくれ
る。昔ながらのよき日本がそこにはあるようだ。
急傾斜地をのぞくと柑橘園がほとんどを占めて
いる。現在は漁業と農業の島で周囲の好漁場から
タイやタコが水揚げされている。
島のほとんどが半農半漁だった。このことが離
島の生活文化をよく表している。
昭和の半ばまではイワシ漁やタコ壺漁が盛んだ
った。
その他にもイカナゴ漁や一本釣など多様な種類
の漁業を営んでいた。
もともと漁業中心の島だが耕作に適した畑もあ
るので農業も行われている。戦時中は麦・イモが
中心だったもののミカン栽培が今は盛んであると
報告書の中で宮本常一は書いている（宮本
写真 1−3 港からみた二神島の集落
写真 1−4 二神島の集落の様子（1）
写真 1−5 二神島の集落の様子（2）
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1960）。ミカンブームが起きたことも島の経済に
大きな影響を及ぼしたようだ。漁をしつつ、時に
は農業をする。二神島から由利島に通う目的もイ
ワシ漁からミカン栽培へと変化していった。状況
に応じて臨機応変に生活する術をこの島の人々は
身につけていたのかもしれない。
二神島の歴史は由利島と切っても離れない関係
にある。その重要なキーワードであるイワシ漁に
ついてこれから述べていく。
第 3節 イワシ漁で栄えた由利島
（1）二神島漁協組合資料
明治 41年 9月の二神島漁業組合資料によると
当時の漁について以下のような記録がある（村上
1964）。
漁業組合（M 41年）……組合員 150人
M 36年 4月 23日 認可書
二神島……163戸……1008人
由利島……5戸……26人
付属島 小市島 中島 横島 鴨背島
9隻の船で 3600円の利益を生むことからもイ
ワシ漁がどれほど島にとって重要な位置付けだっ
たか知ることができる。当時 1円の価値は今でい
う 1万円である。イワシ地曳だけで 3600 万円。
イワシ釣もあわせると約 5300万円もの収入が見
込める。イワシ漁は島の一大産業だった。
由利島では特にイワシがとれる。漁の時期に合
わせて二神島から由利島に渡るものが多かった。
この島でのイワシ漁は二神島漁協が中心となって
行っている。
（2）宮本常一による記述
宮本常一の『離島振興実態調査報告書』による
とイワシ漁の由利島渡島は 7月 31日を目当てに
して 7月末から 8月初旬までの間になされる。そ
して 10月に行われている二神島の祭りには帰っ
てくるようだ。以下は本文を抜き出したものであ
る。
渡島は引子希望者だけで、年によって多少の
増減はあるが希望者に制限を加えるということ
はない。豊漁の翌年は希望者が多いが、不漁の
翌年は減る。目下は昭和 32年来の不漁で渡島
希望者が少なく、操業はやや手不足になってい
る。多いときは 80夫婦くらい渡った。渡島者
は夫婦を単位とする。女はイワシを煮てイリコ
に製造する仕事があるからである。古くは独身
の若者が渡島する場合には娘と組んでいくこと
があり、そのまま夫婦になることも少なくなか
ったという。持っていくものは布団・味噌・醤
油・薪・食糧・着物など、3か月の生活に必要
なものである。しかし、隔日くらいに便船が親
島との間を往復し、女たちは必要なものがある
ときはとりに帰る。（宮本 1960 : 37）
後に由利島でイワシ漁に関わった田村富男さん
のインタビューを取り上げるのだが、彼もまた奥
さんと二人でペアを組み漁に行ったようだ。イワ
シは漢字で書くと鰯。弱い魚という意味になる。
お湯を沸かして魚を早く煮ること。そのことがイ
写真 1−7 二神島の漁港
表 1−1 二神島の漁と利益（村上 1964）
漁の種類 舟 円
イワシ地曳 9 3600
イカナゴ 75 2600
タイ釣り 35 3325
鯖曳 87 1740
イワシ釣 97 1940
その他 8252
計 21,857
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ワシの新鮮さを保つのに必要だったのだ。
漁はチームプレー。まさにそのことを物語って
いるようだ。皆の役割を細かく決めて、祭りを行
い、団結力を高める。住み心地のよくない由利で
仕事をするには住民同士がお互い助け合うことが
何より必要だったのかもしれない。
平成 17年度に発行された『えひめ、その住ま
いと暮らし』においては上記のようなイワシ漁の
期間だけ移住する島を「季節的移住集落」3）と呼
んでいる（愛媛県生涯学習センター 2005）。イワ
シで栄える由利島に喜んでいくものが多かったか
らか。自立更生というよりもイワシ漁のために由
利へ行き集団で移住開拓したという見方の方が正
しいのかもしれない。
夏だけの住まいである由利島。海水が井戸に入
り込むことや長屋暮らしでの煙の苦労。住み心地
は良いものではなかっただろう。しかし、イワシ
をはじめとする豊富な資源がそこにはあった。そ
して年に 1回豊漁を祝う祭りが開かれるのだ。
（3）イワシ祭り
由利島から二神島に人が帰ってくるとき盛大な
祭りが行われる。秋祭りというものである。宮本
常一は『離島振興実態調査報告書』のなかで以下
のように書いている。
由利島のイワシ網は 10月 24日の祭りをあて
に帰ってくるが、イワシがとれていると祭りを
のばしてもらう。祭りの世話は神主の家でやっ
ており、24日をヨドとよび、神主がオミドリ
といって高さ三尺、幅一尺くらいのものに紙を
貼ってあるものをお宮へ持ってまいる。村人は
それをとりにいき、畑にたてておくと虫よけに
ねるといわれている。25日は本祭で、潮の少
しひいたとき、神輿の宮出しをする。神輿は若
い者がかく。朝 10 時から 11 時までの間であ
る。神輿はお宮を出てお旅所に行く。神輿は三
台ある。それを、小さい船を二そう組み合わせ
て、その上にのせる。船はその年つくった新し
いものが選ばれる。そして、祭りのときにはき
れいに洗って、丸太を二そうの上にわたして、
縄でくくって棚をつくり、そこに乗せるのであ
る。一方、踊船が仕立てられる。これはイワシ
網船二艘を使用する。神輿船と同じように丸太
を組み、その上に板を張って座を作る。
踊るのは中学三年以上の若者 30人ほどであ
るが、大体は 20歳以下のものである。
女たちの着る派手な着物にたすきをかけて鉢
巻をする。両手には一尺くらいの竹棒に三色の
紙でつくった房をつけた采配のようなものを持
ち、足には白足袋をはく。そして板敷のオモテ
の方に一列と、トモの方に一列横並びになる。
はやしは太鼓二つでとる。
太鼓は神輿かつぎの青年の中で二人選ばれ
る。したがってこれは白装束である。この外に
音頭をとる人が船に乗る。この人々は音頭を取
るだけでなく、青年たちに花を出す。踊りは伊
勢踊り、カイ踊りである。伊勢踊りというのは
「ホーランホーランエーヨイヤノサ」という掛
け声で踊るものでありカイ踊りというのは二－
三尺ほどの小さいカイをもって踊る。見物して
いる人たちはこの踊りに対して花を出す。花が
多ければ踊りは何回も繰り返される。踊りが済
むと若者たちはふたたび神輿を担いで村をまか
り、お宮へ変える。そのあと宮惣代の家で若者
たちに酒を出す。祭りがすむと村人たちは農作
業に精出しはじめるのである。（宮本 1960 : 39
−40）
島にとって大切な行事であった秋祭り。二神島
全体が一つになってイワシの豊漁を祝う。そして
次の日からまた農作業に力を入れる。それほどま
でに島の住民にとってイワシ漁の存在は大きかっ
たのだ。現地調査で話を聞かせてもらった田村富
男さんの目には祭りはどう映ったのだろう。
イワシ漁の祭りでは 4万円もらえた。都会で
働くサラリーマンが帰ってきてそのときばかり
は仕事を手伝った。当時としては高価な炭も分
けてもらえた。由利島の生活環境は悪いが金銭
面では豊かになれた。（田村氏）
漁協はイワシ漁のため由利島に百世帯が入れる
ような長屋四棟を建てている。板壁、杉茅葺の粗
末なものである。二神島の定住のための家とは違
い、滞在するための家としてとらえられていたか
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らかもしれない。持っていくものは布団・味噌・
醤油・着物など。隔日くらいに船が二神島と由利
島を往復していたようだ。
宮本常一によると近世初期にはこの島でイワシ
漁がおこなわれていたようだ。主に紀州の人間が
多数やってきていたようだが定住しにきたわけで
はなかったらしい。その後二神島の人間もイワシ
漁をはじめ漁権をめぐり高浜の人々と争ったこと
がしばしばあった。その争いを高浜戦争4）と人々
は呼ぶ。前に述べた由利島が地震によって沈んで
しまったことがあるという話も、この漁業権争い
の駆け引きに使われた神話ではないかという説が
ある。
イワシで栄えた豊かな島。由利島は人々に希望
を与える島だった。
註
１）二神系譜研究会によると、二神氏の前身である豊
田氏は藤原隆家の血筋をひくとされている。南北
中期以降、相続争いに敗れた豊田種家が二神島に
移住してきたとされる。
２）広島県安芸倉橋町の鹿島・横島や山口県大島郡東
和町の情島を挙げている。
３）「季節的移住集落」としたのは、イワシ漁が季節的
なものであり、短期間に集中して移住開拓された
ということを示すためだろう。貧困だから行くと
いうよりもイワシ漁があるから島に行くという見
方の方が正しいように思う。
４）由利島付近の海域はイワシが良く獲れたため、高
浜港と二神島との漁民の間で漁場をめぐる争いが
絶えなかった。後年、忽那諸島の二神島や中島だ
けでなく安芸の瀬戸村や越智諸島の岩城島などか
らも出漁し、争いがたえず、寛文 9年に取り交わ
された取り決め文書が残っている。
第 2章 由利島は本当に「困窮島」なのか
第 1節 島の人々の語り
今は完全に無人島と化した由利島。かつて賑わ
っていたころの記憶を持っている人はいるのだろ
うか。二神島を歩いていると当時のことを話して
くれる人々に巡り合えた。彼らに「困窮島」とい
う意識はあったのか。現在、「困窮島」関連の研
究はあまり進められていない。そういう意味でも
当時を生きた彼らの証言は貴重な価値を持つ。
（1）田村富男氏
由利島の中でも開拓の第一人者と言われた男。
それが田村氏だった。現在は二神島で奥さんと二
人暮らし。高度経済成長時代を迎えて由利島から
人が去ったあとも、定期的に二神島から由利島に
通っていたという。彼の語りを取り上げていく。
由利島は満州と同じ。昔日本軍が満州を開拓
していろいろな恩恵を得たように、二神島も由
利島を開拓した。由利島は二神島の植民地みた
いなものだ。昔、由利島には萱が茂っていた。
それを編んでトマというテントみたいなものを
作った。そうしていたのを戦時中に食糧難とい
うことで開墾して畑にしてしまった。儲かりそ
うだからと父親が島でミカンを栽培しようとし
たが、軍に見つかり止められてしまった。軍に
供出するイモや麦栽培を最優先しなくてはなら
なかったからである。なんとかお願いして供給
量を減らさない約束でミカンを作らせてもらっ
た。由利島は作物が本当によく育つ島だったか
らね。（田村氏）
由利島開拓には戦争というキーワードが大きく
関わってきそうだ。これまで調べた文献には貧し
い人が開拓しに行く「困窮島」という記述という
だけで戦争関連の記述は見あたらなかった。戦中
戦後、日本中が食糧に飢えていた時代である。時
代背景によっては「困窮島」の定義も異なってく
る可能性がある。
写真 2−1 田村富男氏
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ああ、宮本先生の論文ね。イワシ網に関して
は交代して二神から由利に渡ったのは事実。夫
婦で渡るものがほとんどだった。ただ後々にな
ってミカン栽培の方が儲かると皆分かってき
た。二神島の土地はもう開拓されつくしている
ので漁協が由利島の土地を売ってくれたよ。農
地改革で小作人でも土地を持つことができるよ
うになってからは自分たちで開墾した土地を手
にすることができるようになった。住み心地？
そりゃ悪かった。雨の多いとき、井戸は真水だ
が干ばつが続いた日には海水が入ってくる。だ
から塩辛い味がした。（田村氏）
二神島から由利島に行くとき、残されたものは
どのような生活を送っていたのだろうか。
物心ついたころから親に連れられ由利島に来
ていた。小学校は二神島にしかないので普段は
親と離ればなれ。夏休みになると由利島に行け
る。なんでも自分たちでしなければならなかっ
たので親に捨てられたようなものだったよ。
（田村氏）
宮本常一や本木修次は由利島を二神島の「自立
更生島」「困窮島」として位置付けしている。そ
のことについてはどう思っているのか。
借金を返すためだとか、自力で更生するため
に由利島に渡ったというよりは、二神島に土地
がなかったから由利に行ったという解釈が正し
い。昔は漁業だけで食べていける人もいた。た
だ戦中戦後にはどうしても食糧不足が続き漁業
だけではやっていけなかった。軍に食糧を供出
しなければならないし。二神島だって土地は多
くない。だから仕方なしに由利島へ渡っていっ
た。うちの父親も漁業一筋だったが戦争のため
に仕方なく由利島で耕作を始めた。当時は国の
ために仕事をすることが最優先。自分の利益だ
けを考えることはできなかった。（田村氏）
やはり「戦争」の存在が「困窮島」と「移住開
拓島」の境界を定めるのに重大なキーワードとな
るようだ。
昭和になってから農業をするようになった
が、戦争中のため畑でイモや麦を作っていると
きも軍人がうろうろしていた。軍人さんも 10
代～20代でお腹がすいていた。彼らは呉から
の出張で由利に来ている。お国のために働いて
くれるからと、私たちは食糧を彼らにたくさん
提供した。よその兵隊が「由利の兵は顔色がい
いな」と驚いたくらい。食糧援助は相当しまし
た。当時私たちはまだ子供だった。（田村氏）
戦争による被害はあったのだろうか。
空襲も相当受けた。爆弾は落とされないもの
の、機関銃で狙撃されることはよくあった。呉
を爆撃するために来た飛行機が二神島をよく通
る。由利島も海軍の基地があるためによく狙わ
れた。島には発電所があり、強力なサーチライ
トを敵の飛行機に当てて発見し呉に知らせる仕
事をしていた。大砲もなにもないので敵から攻
撃されても隠れることしかできない。命がけの
開拓だったよ。由利島は作物がよく育ちイワシ
が取れるので開拓に行くことはむしろ羨ましが
られた。そのかわり生活する環境は悪いので耐
えなければならない。島民が食糧を提供してく
れるお礼として海軍が電灯をつけてくれたこと
もあった。（田村氏）
開拓は夫婦がほとんど。子供が成長したら手
広にやれる。住居に近いところを皆開拓したが
るので山を開発するしかなかった。ラジオは兵
隊さんが電気をひいてくれたから真空管ラジオ
で聞いた。戦後は兵隊さんが引き揚げてしまっ
たのでランプ生活が続いた。島に買い付けの商
社が来てくれるのでわざわざイワシ等の収穫物
を運ぶ手間はいらなかった。（田村氏）
「困窮島」という概念は地元の方に根付いてい
たのだろうか。宮本常一は『離島振興実態調査報
告書』の中で「二神島で貧しくなった者は老人や
小学校にいく子供を残してこの島に移住する。そ
して耕作に従うのである。島には娯楽がないので
10年居れば一財産できるのでまた二神島へかえ
っていく。長くいるものでも 15年が限度で、し
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たがって二代にわたって居るなどという例はな
い」（宮本 1960 : 36）と述べている。
なんぼ偉い先生が取材してもね、資料を私ら
が見たらわかるのですがね、大間違いですよ。
それより、愛媛大学の西田先生や村上節太郎さ
んの方がよっぽど詳しい。憶測で書いたのがほ
とんどじゃないですか。困窮島という表現は論
文をおもしろおかしくするため。どんな文章に
も書く人の思想というものが現れる。そういう
ことじゃないのかね。確かに二神島に土地がな
いから開拓したという点では貧しかったといえ
るかもしれない。ただ、それ以上にイワシの好
漁や戦争による影響が大きい。由利のイワシは
ブランド品だったから皆取りにいった。男がイ
ワシを採ってきて女がそれを釜で茹でる。由利
島はイワシ漁に最適なところだった。由利島は
本来漁をするところだ。（田村氏）
話を聞く限り、言えることは「困窮島」という
言葉は住民の間に定着していないようだ。イワシ
漁・戦争による食糧増産。さまざまな事情により
二神島から由利島に渡る人達がいた。しかし住民
の中で由利島自体が「自立再生の島」というカテ
ゴリーに入れられることはなかった。由利島で
は、かつて日本が満州を植民地にして利益を得て
いたような「移住開拓」が繰り広げられていたと
いう解釈が一番しっくりくるように思う。
中にはイワシ漁で貧困状態から脱出できた人も
いるかもしれない。ただ、それは島の風習や制度
によるものではなく、極めて個人的な事情による
ものだ。
由利島に渡る大部分の人はイワシ漁に関わる
人々や、戦争時の食糧増産を国から命じられたも
のの二神島に土地を持っていなかった島民たちで
あった。
貧困からの脱出について以下のような話もあ
る。
（2）杉山邦子氏
3～4代前の先祖がイワシ網の網元をしていた
ようだ。小作人を雇って農業もしていたようであ
る。あるとき、長崎では冬でもイワシがとれると
いうのを聞きつけたようで、大勢の漁師を雇い、
そこへむかった。しかし聞いていた話と違い、ま
ったくイワシがとれない。
困った網元は、なんと大量の漁師を抱えたまま
長崎で豪遊することにした。
毎日遊んだおかげで、資金はすっからかんに
なり、大損を抱えることに。漁師たちの賃金も
払わねばならないということで二神に帰ったあ
とすぐに由利島と興居島2）へ漁に向かわなけれ
ばならなかったという。（杉山氏）
まるでひとつの物語のようだが、イワシ漁で多
大な利益が出るということは確かなようだ。貧乏
な状態になってしまいそれを解決したという点で
由利島はある意味「困窮島」である。ただこれは
突発的な状態で実際にはかなりまれなケースであ
る。
第 2節 戦争に翻弄された由利島
宮本常一をはじめとする民俗学者が主張する
「困窮島」論と野地が主張する「移住開拓島」論。
愛媛県二神島／由利島の場合どちらが正しいの
か。このことを考える際にどうしても「戦時中の
食料不足」が問題の鍵として挙がってくる。
もともと由利島はイワシ漁で賑わっていた島で
ある。陸地には萱が茂っていてトマの材料として
使われるだけだった。由利島のイワシはブランド
品で、島のほとんどの人が漁業を行うため、みな
写真 2−2 昔の由利島の写真を見て懐かしむ二神島の
人々（杉山邦子氏は左から 2番目）
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子供を二神島において由利島へ行っていた。由利
島は資源豊かな島であった。ところが、昭和にな
り、状況が大きく変わる。
度重なる戦争。安定しない食料供給。日本国民
すべての人々が空襲・飢餓の恐怖と戦う時代に突
入したのだ。国は国民に食料増産を命じる。物資
・食料などいろいろなものを軍に供出しなければ
ならなくなった。当然、漁業だけでは供出できる
ものも限られてくる。しかし二神島はもう開発さ
れていて土地の所有者は決められている。
そこで由利島の土地を耕作する必要が出てきた
のである。幸い、由利島はよく作物が育つ島だっ
た。イワシ漁をしながら同時に畑で耕作もする。
空襲の危険にさらされながら命がけの開拓が繰り
広げられたのである。
そして軍の戦略上、離島は本土を守るための重
要な拠点として位置付けられた。有名なところで
は陸軍の要塞であった和歌山県友ヶ島3）などが挙
げられる。もちろん、由利島も例外ではない。広
島の呉を守るため、海軍が駐在していた。敵の飛
行機が近づくと呉に知らせる役目を果たしていた
のだ。
島には防空壕が用意された。飛行機音がすると
兵隊が島民に避難するよう呼びかける。そして守
ってもらう代わりに島民は常駐する兵たちに食料
を差し出したのである。
軍と島民の助け合いにより由利島の開拓は進め
られた。軍人が島民のために電灯をつけたという
エピソードがそれを物語っている。由利島は戦争
により大きく翻弄された島なのである。
この場合の「困窮島」は宮本常一ら民俗学者が
定義した「困窮島」と意味合いが異なっている。
貧しい者が一財産を築くために由利島に行くとい
うよりは国民全体が貧しい時代に食糧増産を期待
して開拓が行われたという認識の方がふさわしい
のではないか。
「困窮島」と定義した宮本常一は、戦後まだ食
糧難に国民が苦しんでいる時期に二神島を訪ね
た。子を残し親たちが向かうイワシ漁。戦中から
の名残で続いていたイモや麦の耕作。本島から属
島に向かう彼らの姿に民俗学者は「困窮島」を見
出したのか。
序章でも述べたが、「困窮島」という概念はそ
の言葉自体を定着させようとしたがついに一般化
されることはなかったと桜田は振り返っている。
彼らの定義している「困窮島」と似てはいるが確
実に異なる実態が由利島にはあった。
註
１）村上節太郎ノートは、昭和 39年 8月に愛媛大学教
授の村上節太郎氏が、松山沖の島々のことを聞き
取り調査した資料を中島総合文化センターの豊田
渉氏がワープロ入力して保存していたものを提供
していただいた。内容は漁獲量のデータや漁協組
合の話を聞いてメモしたことなどである。
２）瀬戸内海に浮かぶ、愛媛県松山港の沖合の有人島。
松山港の高浜港区の西側に位置している。
３）和歌山県和歌山市加太に属し紀淡海峡に浮かぶ無
人島群。明治時代に旧日本軍により、外国艦隊の
大阪湾への侵入を防ぐ目的で砲台や防備衛所が作
られた。第二次世界大戦までは要塞施設として一
般人の立ち入りは禁止され、地図にも掲載されな
かった。
第 3章 戦後の由利島
第 1節 イワシ漁の不調とミカンの暴落
戦争中に海軍の基地としての役割や食糧増産の
地として開拓が進められた由利島。それでは戦
後、この島はどう変化していったのか。今は完全
な無人島になってしまった由利島。多くの人が開
拓に来た島が無人島に至るまでの変遷をみてい
く。
第 2章で取り上げた田村氏に戦後の由利島の様
写真 2−3 忽那諸島の夕暮れ 豊田渉氏撮影
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子について尋ねてみた。いつ頃から由利島から人
が離れていったのか。
昭和 35年くらいからどんどん人がいなくな
った。戦争のために人がどんどん由利島に渡っ
たのであって食糧に困らなくなると開拓もそれ
ほど必要でない。戦後は由利島に渡る人は減っ
ていった。由利島に残った人はミカン栽培を始
めた。そっちの方が儲かるから。ただ生産過剰
によりミカンも暴落してしまったのだが。（田
村氏）
昭和 35年というと宮本常一が『離島振興報告
書』を世に出したのとほぼ同じ時代である。
だんだん収穫できるイワシの量が減ってきた。
一時は高浜と漁業権をめぐって争ったこともある
ぐらい威勢を誇った由利島のイワシ漁。巨大なド
ル箱が少しずつ壊れていくなか、ミカンもまた値
段の暴落が始まる。アメリカからのオレンジ輸入
の影響もあってか、どんどん値打ちが下がってい
ったのだ。
先ほどのインタビューで取り上げた田村さんは
いつごろまで由利島に通っていたのだろうか。
最近までミカンを生産していたけれど値段が
安くなり儲からなくなった。漁業と兼業してい
た。平成 8年に畑を止めた。それから漁に専念
していたが家内が要介護になってからそれもで
きなくなった。最近は由利島の小屋に物を取り
に行ったりする程度。ほとんど行かなくなっ
た。（田村氏）
由利島の中で最も多く土地を持ち「開拓の第一
人者」といわれた田村さんも今ではあまり由利島
に行かなくなってしまった。現在、由利島は無人
島になってしまっている。
その様子をこれから取り上げていく。
（1）由利島上陸（2011年 9月）
二神島の漁師の方に協力してもらい、由利島へ
と向かうことにした。
漁船に乗り由利の砂浜へ。由利島周辺は二神島
周辺と比べ、潮の流れが変わるようだ。
潮に流れによるものだろうか。漂流したゴミが
大量に海岸に寄せられている。誰もいない無人の
島。荒れた大地がそこにあった。現在、由利島に
行く高速船やフェリーはない。チャーター船を頼
写真 3−1 由利島周辺の海
写真 3−2 由利島の岸辺
写真 3−3 ゴミが散乱する砂洲
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まないと島にはたどり着けないのだが、それでも
人がここを訪ねている痕跡が見つかる。キャンプ
に使った用具が散乱しているのである。時々は人
が来て無人島滞在を楽しんでいるようだ。
公衆電話はどこか探してみる。ゆがんだ建物を
発見。同行していただいた豊田渉氏によると、7
月の段階で柱が一本取られてしまっていたよう
だ。キャンプに来た人がベッド代わりに抜き取っ
たようである（写真 3−5）。
イワシ網や耕作で由利島に来ていた人達の住居
の跡はないか探してみた。
かつての集落はすっかり姿を変えてしまい、深
い森になってしまっていた。ここに人が住んでい
たことをまるで忘れてしまったかのように。森の
道の両脇に人が住んでいたのだ。
かつての長屋の跡である。風化が激しく、原型
をとどめていない。
「移住開拓島」という役目を終えた由利島。今
は原始の姿に還ろうとしているのか。
風呂の跡のようだ。昔は五右衛門風呂のように
火で沸かして使用していたらしい。
写真 3−4 大由利へとつづく海岸
写真 3−5 島の公衆電話ボックス
写真 3−6 集落の跡
写真 3−7 長屋の跡
写真 3−8 長屋の内部
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今はがれきが多少残っているぐらいである。
海に向かう人々の安全を願い建てられた祠であ
る。
田村さんの畑の近くで使われていた井戸。島の
ほとんどが森になってしまった今、この井戸が集
落の場所を知る目印となった。天候が悪いときに
は、真水ではなく、海水が入り込むこともよくあ
ったようだ。
草が生い茂り、どこからかサボテンのトゲが風
に乗って飛んでくる。ところどころで蛇も見かけ
た。
人が開拓していた頃と全く変わってしまった由
利島。この先、また以前のような賑わいを取り戻
す日は来るのだろうか。
「残念ながら、それはないだろうね」と豊田氏
は言う。イワシが取れなくなり、ミカンも暴落。
そして二神島に住む人々の高齢化。また、開拓し
ていた時代のことを詳細に話すことのできる人も
今ではほとんどいない。
「由利島は本来の姿に戻りつつあるんだよ。」
そんな豊田氏の言葉が荒れ果てた島に響く。
註
１）昭和 61年に一旦撤去されたが二神島住民の強い要
請により、再び設置された。平成 5年に電話が不
通になり撤去されたものの、今では木造の電話ボ
ックスだけが残っている。
２）「二十一世紀えひめニューフロンティアグループ」
という団体が「いまやれる青春」「一年一事業」
「社会への揺さぶり」という 3つのテーマの元に子
供たちを対象にした由利島無人島キャンプ等の試
みをしている。
写真 3−9 風呂の痕跡
写真 3−10 島にある祠
写真 3−11 由利島の井戸
写真 3−12 由利島を見上げて
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結語 「困窮島」という神話
宮本常一や本木修次の文献では由利島が「困窮
島」であり、二神島で貧窮に苦しむ人を救う島と
してとらえられていた。しかし、実際に現地に行
って取材をすると少しそれとは事情が異なること
が分かった。一つ目は制度・風習的なものとして
の「困窮島」は存在していないこと。二つ目は戦
争の影響により一時的に由利島を開拓しなければ
ならない人々がいたという点だ。
もともと由利島はイワシ漁をするために、夏の
間、人々が一時的に移住していた島であった。季
節漁に合わせて二神島から由利島に移動してい
た。イワシは二神島の人々にとって大きな収入源
であり、イワシ漁のお祭りには都会に出て行った
人が帰ってくるほど盛り上がった。渡島する人々
の中には貧しい人もいただろうが、全員ではな
い。少なくとも学者が唱えるような財産立て直し
のためのシステムはなかった。
そして戦争時、資源の豊富な由利島で食糧生産
のため開拓を始めた人達がいた。育てた芋や麦は
広島県呉市や由利島に駐在する軍人に支給される
こともあった。今まで漁だけで生きてきた人は二
神島に土地を持っておらず、由利島に行くほかな
かったのである。
これらのことから貧しくなった者が交代で由利
島を開拓しに行く「困窮島」というよりも、その
時々の状況により島から島へと渡り開拓をしたと
いう「移住開拓島」という見方のほうが愛媛県二
神島／由利島には合っていると私は考える。
あくまでも私の憶測だが、離島振興を掲げて活
動していた宮本常一にとって「困窮島」という概
念はとても魅力的だったのだろう。日本中を歩く
なかでその概念が適応される島はないか探してい
たのかもしれない。そこで見つけ出された島々の
中の一つが由利島だったのだ。
ただ、これだけは言える。「困窮島」という概
念は現地で定着しなくとも、離島で暮らす人々の
「知恵」は確かにそこにあったということである。
島と島とを繋ぎ、工夫して生きていく。イワシ漁
やミカン栽培。漁業と農業の組み合わせで生きて
きた島民達。由利島を開拓してきたのも、彼らの
「生きる知恵」なのだ。
これからは「困窮島」という概念を創ってから
それを実在する島に当てはめるのではなく、まず
現地を実際に調べて歩いてからその島における
「移住開拓に至るまでのプロセス」を中心に研究
していく方がよいと私は思う。
最後に、これからの「困窮島」研究の展望につ
いて述べておく。あまり深く研究が進んでいない
「困窮島」。他の島にも同じようなエピソードがあ
るのではないか。特に山口県大島郡東和町の大水
瀬島は二神島や由利島と近い距離にある。またイ
ワシ漁も栄えていたようだ。沖家室島はハワイ移
民や長崎開拓など移住開拓精神が強い島なのは間
違いない。本当に大水瀬島に救貧制度が存在した
のか確かめる必要があるだろう。もしかしたら日
本と満州のような関係性が小さな離島の間に見つ
けられるかもしれない。まだまだ研究の余地は多
い。
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